
１．水素技術勉強会の概要と2022年度の活動

水素技術勉強会主査 武田 実

水素技術勉強会 ～再エネ高度利活用を目指して～

第2回オープンシンポジウム

～水素技術の果たすべき役割を考える～

2023年3月7日（火）15:00～17:30

オンライン開催 Zoomウェビナー



キックオフシンポジウム



背景と経緯
【水素技術】

1968年のカスケード式He液化機完成等をルーツに極
低温、超伝導に関わる多くの研究実績。2004年のLH2
超伝導液面計基礎研究等を皮切りに液体水素分野の
基礎研究を展開。
国内の大学では唯一学内に水素専用実験棟を有し、
特色ある液体水素研究等を実施中

（水素技術勉強会主査：武田実教授）

【再エネ技術】

気象学を基盤に2015-17年に洋上風況マップ作成NEDO
事業を主導、NeoWinsを開発・公開、国内の洋上風力
開発に欠かせないツールを完成。
高精度風況調査手法の確立、国内洋上風力発電拡大
の技術インフラとしての試験サイト構築検討等を実
施中

（水素技術勉強会主査代理：大澤輝夫教授）

2014～18年度 重点研究チームNo19「海洋再生可能エネルギーと水素エネルギーへの展開」

2019～21年度開拓プロジェクトNo.8「海洋再生可能エネルギーによる水素製造システムの研究開発」

２０１９～文部科学省オープンイノベーション
海洋・エネルギー分野

2022年3月 水素技術勉強会 ～再エネ高度利活用を目指して～

２０２２～全学組織
カーボンニュートラル推進本部



重点研究チームNo.19



開拓プロジェクト No.8



水素技術勉強会 キックオフシンポジウム開催について

2050年カーボンニュートラルを目標
グリーン成長戦略

（2020年12月政府発表）

• 開拓プロジェクトの全て要素研究項目（海洋、再エネ、水素）の重点を包含
• その実現に向けた社会全体の動きが急加速

これに呼応して水素技術勉強会をキックオフ

• 社会システム
• エネルギー

サプライチェーン

何のための
水素技術か

再エネの
高度利活用

カーボン
ニュートラル

実現
• 個別技術
• 要素製品
• システム製品

大学
研究
シーズ

再エネ

海洋 水素

産業界

国・自治体

勉強会 連携と共創



2014～2018Fy 重点研究チームNo. 19 
海洋再生可能エネルギーと
水素エンジニアリングへの展開

2019～2021Fy 開拓プロジェクトNo. 8 
海洋再生可能エネルギーによる
発電・水素システムの研究開発

2015～2017Fy NEDO事業
洋上風況観測システム実証研究
(洋上風況マップ）

2019～2022Fy NEDO事業
着床式洋上WF開発支援事業
(洋上風況調査手法の確立）

2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

2019～2023Fy
オープンイノベーション（補助事業）

26 27 28

2022/3/4
水素技術勉強会 ～再エネ高度利活用を目指して～

2024Fy～
オープンイノベーション（自立事業）

1250m3すいそふろんてぃあ

▲2014
#4エネルギー基本計画
/水素・FCロードマップ

▲2018
#5エネルギー基本計画
/水素基本戦略シナリオ

▲2020～2021
2050CN宣言
グリーン成長戦略

2500m3Hy touch 神戸

▲2014
トヨタ/ミライ
高圧水素FCV

＃6エネルギー基本計画
/2030目標Δ46%
GI基金/2兆円

～2022
================液体水素サプライチェーン（パイロット）=============▶

2023
◀====液体水素サプライチェーン（商用実証）======

2022/4 AiP取得
160,000m3液化水素船

空港島液体水素研究センター/NEDO事業FS

HDV/液体水素システム（NEDO事業、民間共研）

2022~
洋上風況解析等人材育成（ENAA事業、日本財団事業）



キックオフシンポジウム参加者

• 申込者：526、 参加者：407、 最大同時ビュー：356、 アンケート回答：277

56 20%

70 25%

小計 126 45%

114 41%

28 10%

7 3%

2 1%

277 100%

小さい

ない

記載なし

計

勉強会へ参加の可能性

あり 組織・機関として

個人として

わからない

参加したい 28 10%

意義はありそう 83 30%

小計 111 40%

参加したい 60 22%

意義はありそう 71 26%

小計 131 47%

16 6%

19 7%

277 100%計

勉強会の開催頻度

記載なし

年1回でも意義はありそう

1回/月程度

3～4か月に1回

区分 規模 特徴 狙い 人数 割合

個社・個人 競争領域 守秘 11 4%

数社・数人 非競争領域 活発 11 4%

20社・人 異分野 交流 24 9%

46 17%

134 48%

異分野 交流 65 23%

32 12%

277 100%

少数限定

勉強会の参加人数（機関数）

小計

出来るだけ多数

人数・規模にはこだわらない

記載なし

計

回答 人数 割合

自社から積極発信 5 2%

必要あれば講師を引き受ける 5 2%

まだわからないが発信努力 54 19%

質問やコメントは積極的に行う 73 26%

勉強会での発信（複数回答可）

回答 人数 割合

大学だけで十分 68 25%

企業からの講師を期待 130 47%

政府自治体からの講師を期待 108 39%

講師不要、自由討論・意見交換 9 3%

期待する講師（複数回答可）



入会案内

• シンポジウム出席者アンケート回答等を参考に分科会を設けることとした

社会ニーズ検討分科会 プロジェクト創成分科会

• CN社会構築への社会動向
• 再エネ利活用拡大の課題
• 水素技術の役割と期待

期待されるプロジェクト
（社会ニーズ、市場性等）

• 水素プロジェクトの成果
• 再エネ利活用拡大への貢献
• CN社会構築への意義

新規水素技術の特徴
（有望製品、プロジェクト）

公開シンポジウム等で発信

水素技術勉強会 社会ニーズ検討分科会

プロジェクト創成分科会

トータルシステム分科会

供給側ニーズ分科会

需要側ニーズ分科会

プロジェクト横断分科会

個別プロジェクト分科会破線は参考用例示（詳細は今後検討）



入会申込状況

水素技術
勉強会

社会ニーズ
検討分科会

プロジェクト
創成分科会

参加申込
件数

勉強会のみ参加 ◎ × × 46

社会ニーズ分科会に参加 ◎ ◎ × 17

両分科会に参加 ◎ ◎ ◎ 16

プロジェクト分科会に参加 ◎ × ◎ 3

合計 82 33 19 82



社会ニーズ
検討分科会

プロジェクト
創成分科会

• カーボンニュートラルへの全般動向
• 再エネの利活用拡大のための課題
• 水素技術が果たすべき役割と期待

• 新規水素技術の特徴
（有望な技術、製品、プロジェクト）

• 期待される水素技術プロジェクト
（社会ニーズ、市場性等）

• 水素プロジェクトの研究開発動向
• 水素技術の再エネ利活用拡大への貢献
• カーボンニュートラルへの水素技術意義

社会ニーズ検討分科会から始動











活動実績

年 2022 2023

月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

水素技術勉強会

会員募集 開始 締切 （移行2022年度は随時受付中）

シンポジウム 3/4 3/7

セミナー 12/12

短信 7/21 9/20 11/9 12/2 2/24

社会ニーズ検討分科会

研究会 6/28 9/6 11/1 12/22 2/21

見学会 深江キャンパ
ス水素実験棟

ハイタッチ
神戸

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ創成分科会

研究会 （2022年度は活動見合わせ）

社会ニーズ検討分科会に提案募集中



社会ニーズ検討分科会の活動事例紹介

研究会における話題提供事例に見る

水素技術の果たすべき役割

神戸大学 産官学連携本部 客員教授 駒井 啓一

オープンイノベーション機構 海事・エネルギー分野 クリエイティブマネージャ

水素技術勉強会 幹事（事務局担当）

水素技術勉強会 ～再エネ高度利活用を目指して～

第2回オープンシンポジウム ：水素技術の果たすべき役割を考える
2023年 3月 7日（火） 15:00～17:30 Zoom ウェビナー



目次

社会ニーズ検討分科会 活動概要

第1章 会員話題提供からの事例紹介

第2章 水素技術の社会ニーズ検討



社会ニーズ検討分科会 活動概要

• 水素技術勉強会会員の約半数が参画する分科会

• 水素技術による再エネ高度利活用の達成には、産官学の広範な連携が求められる

• その第1歩として、水素技術の社会実装に対する広範なニーズを、出来るだけ把握することが重要

• このため水素技術勉強会の初年度の活動は、本分科会を中心に展開。

• 2022年度は計5回の研究会を開催。

• 各回の研究会では、話題提供として数件ずつ、累計で会員より11件、本学教員より4件、計15件のプレゼンテー
ションを行い、出席会員による意見交換を行った。

• そこで本年度の活動成果として、各回の話題提供事例を基に、水素技術の社会ニーズに関し考察し、報告する。

• なお検討期間の都合上、今回の成果報告は、本勉強会の幹事会・事務局として行うものである。

• 話題提供いただいた分科会員各位に謝意申し上げるとともに、今後の意見交換を通じて社会ニーズに関する更
なる理解を深め、改めて報告する方針であることを付言させていただく。



目次

社会ニーズ検討分科会 活動概要

第1章 会員話題提供からの事例紹介

第2章 水素技術の社会ニーズ検討



株式会社 大林組
• Obayashi Sustainable Vision 2050

• 脱炭素/価値ある空間/サステイナブルサプライチェーン、電動化・水素/再エネ/ZEB

• 再生可能エネルギー事業 2012年開始 33か所 225MW

• 建設事業 （水素：建設と再エネのシナジーを目指して）

• 水素研究施設、

• 水素ステーション

• 液化水素受入れ基地

• 水素関連施設の安全性検証：爆風圧コンクリート構造物挙動

• コンクリートの極低温（-253℃）耐性確認、

• 水素事業

• 水素CGS活用スマートコミュニティ（液化水素の冷熱活用）

• 再エネ由来水素のエネルギーマネージメント（清瀬）

• 水素供給低コストモデル構築・実証事業（浪江）

• 複数地点搬送効率、コスト低減、最適運用管理システム

• 地熱由来水素利活用（大分九重）：系統連携難の山間部の地熱

• ニュージーランド水素サプライチェーン

• NZ国内サプライチェーン ⇒ 海外（日本など）













川崎重工業株式会社

• カーボンニュートラルに不可欠な水素の大量導入を目指して

• 総合重工の技術シナジーにより製品を実現

• 国際的な動向、ニーズ（パリ協定等）に注視ついて認識共有

• 水素の本質、物性、安全性等に関する理解の共有

• 水素の流通から見たCNへの課題

• 再エネ活用

• 安定供給、価格

• 電気分解、効率

• 移行期間対応（化石燃料、CCS）

• 大量輸送と貯槽（海上、基地、陸上）

• 大量利用

• プロセス

• 機器（輸送、産業、発電）

• 管理、安全

• 水素機器開発、製造、供給

• 安全基準、規制、ルール









清水建設株式会社

• 建物付帯型のグリーン水素エネルギー利用システム『Hydro Q-BiC』

• ゼロエミッション・水素タウンの実現に向けて （産総研との連携研究室）

• 建物・街区での再エネ水素利用へ

• 水素エネルギー利用システム『Hydro Q-BiC』：放熱&吸熱、再エネ&電力需要、BEMS

• Hydro Q-BiCのポイント

• 水素吸蔵合金、水素貯蔵タンク、エネルギー最適制御

• 水素での安全かつコンパクトな蓄エネ

• 建物近傍において資格者なしで大量の蓄エネが可能

• 水素貯蔵方式の選定

• 圧縮、液化、吸蔵合金、MCH、アンモニア

• 法規制、体積、重量、エネルギーロス

• 郡山市地方総合卸売市場での実建物実証：システム構成の設計、CO2削減効果（53%）

• 北陸支店 新社屋へ導入：システム概念図、設備実装状況、蓄エネルギー容量の設定

• PV直接＋（Hydro-Q-BiC＋蓄電池）＝（通常時一般ー系統）or BCP











兵庫県

1. 水素社会の形成に向けて

• 新長期ビジョン「ひょうごビジョン2050」2022/3月

• めざす社会：CNな暮らし（水素社会）＋水素社会を支える産業

• 県政運営の基本指針（2022年度）：種まき（姫路CNP等）➡地域価値（人、投資）➡安全安心

• 推進体制：自治体連携組織→庁内組織→CNP推進協議会➡ひょうご水素社会推進会議

• 水素産業振興の方向性⇒全国一の水素産業クラスター

• 神戸エリア：市街地熱電供給、ハイタッチ神戸➡液化水素技術拠点

• 姫路エリア：火力発電、製鉄、大規模工場➡水素の産業利用先進地域

• 淡路エリア：再エネによるグリーン水素製造拠点

2. 成長産業育成コンソーシアム推進事業←中小企業の声

• NIRO→次世代成長産業４分野/159社→環境エネルギー/32社→産学連携：社会実装支援展開

3. 成長産業育成のための研究開発支援事業

4. 成長産業試作開発支援事業
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